
昭和40～50年代の急激な人口増

に対応するため造られた施設は老朽

化が進んでいます。

オリンピック関連施設も築20年

が経過しました。

９月９日（月）川中島町公民館２階大会議室で、地区の皆さまにお集まりいただき「人口減少社

会における公共施設について考える」懇談会を開催し、ご意見をお聴きしました（裏面をご覧くだ

さい）。開催にあたりご協力いただきました関係者の

皆さま、ありがとうございました。

「人口減少社会における公共施設について考える」

川中島地区 市民との懇談会を開催しました。

令和元年９月発行

回
覧

長野市は、オリンピック関連施

設などもあり、全国的に見ても公

共施設を多く保有しています。

築30年以上経過の老朽化施設が約２分の１

市民一人当たりの床面積は 中核市平均の1.3倍
建物の改修・更新費用は

40年間で約4,000億円

「公共施設マネジメント」の推進

「公共施設等総合管理計画」 平成29年３月策定

基本理念：「将来世代に負担を先送りすることなく、より良い資産を次世代に引き継いでいく」

◆施設を複合化、多機能化しながら、施設全体の床面積を20年間で20％縮減を目指します。

◆計画的な点検・改修による施設の長寿命化を図ります。

◆施設分野ごとに今後10年間の具体的な対策を定めます。

◆個々の施設の維持保全や更新、統廃合などの具体的な対応方針を示します。

「個別施設計画」 令和２年度までに策定します！

築30年以上は
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計画策定にあたり、各地区で懇談会や
ワークショップを開催しています！

説明会当日の資料は、市ホーム
ページに掲載していますので、
こちらもご覧ください。

懇談会では「なぜ公共施設マネジメントに取り組むのか」などについて、市から説明しました。

当日説明した内容のポイントをご紹介します。

老朽化施設を改修・更新する

ための費用は、過去５年間と比

べると年平均で約1.8倍の予算

が必要となります。

人口減少や少子高齢化に伴い、

今後も社会保障関連経費の増加

や税収の減少が見込まれる中、

将来にわたり全ての施設を維持

していくことは、

困難な状況です。
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◆川中島町の公民館分館は、３つとも農協との複合施設であり、今後クリアにしていかねばなら
ない難しい問題がある。

◆公民館分館は、利用者の高齢化で２階へ上がることが困難になってきており、敬老会などで、
近くの集会所などを借りて実施している。また、市では、分館を区へ譲渡したいとのことだが、
区が譲り受けても維持・管理が非常に難しい。どのように維持・管理していくか、整理が必要。

◆災害時における安心・安全の観点についても、検討の視野に入れて欲しい。

◆学校のクーラーの電源が足りないという話を聞く。財源・環境の観点から屋根にソーラー発電
の検討をした方がよいのではないか。

◆減価償却したものを積み立てれば、将来の更新に対する資金手当てができる。現世代の受益者
が負担できる仕組みを作った方が、将来的に柔軟な対応ができるのではないか。

懇談会終了後 参加者アンケート結果 （出席者27名 回答者23名）

再編・再配置にあたっては、今回の懇談会などでいただいたご意見等も参考に、地域の皆さま

や、広く市民の皆さまのご意見をお聴きしながら協議を重ねてまいりたいと考えておりますの

で、よろしくお願いします。

公共施設マネジメントに対するご意見、
ご要望などは、右記お問い合わせ先まで
お寄せください。
出前講座もやっています！

【お問い合わせ先】
公共施設マネジメント推進課

電話：２２４－７５９２
川中島支所 電話：２８５－２１００

◆これからの川中島町と公共施設のあり方を全体で考えていく必要がある。

◆策定の進め方の中で、具体的な事があったら早く示して欲しい。

◆これからも地元住民の意見を聞く数を増やして欲しい。

◆老朽化した市営住宅空き団地を廃止⇒民間に分譲。

◆地区の中心となる公民館・支所等は他の地区との差が無いようにして欲しい（修理・維持）。

◆民間活力の活用が今後の大きな課題。民間が運営に参加してもらい、施設も活用してもらう。

◆人口減少・高齢化に伴い、同種の施設は廃止（統合）していく必要がある。廃止される地域
住民の理解を得るには大変なエネルギーがいる。市民と懇談会を開催し、理解を深めていく
ことが必要かと思う。

◆総論賛成・各論反対のまとめ方。都市部に必要なもの、中山間地に必要なものをどう集約で
きるかが問題。複合利用の仕方を研究し、その推進を図るべき。

◆統廃合や削減は多少住民に痛みはあっても、効率的な運営を図るべきである。 など

自由記載欄等より

当日の参加者からの主なご意見をご紹介します

説明内容は
いかがでしたか？

考え方は
変わりましたか？

懇談会全体の内容は
いかがでしたか？


